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要　　旨

　臨床実習指導者が，臨床実習指導に関ることについて自分自身及び病棟にとってどのような影響があると認識

しているのかを明らかにするために，質問紙による集合調査を行った。調査対象は臨床実習指導者講習会を受講

し，かつ臨床実習指導経験のある看護婦35名であった。調査の結果以下のことが明らかになった。よい影響とし

て，臨床実習指導に関ることで看護者としての自分自身，及び病棟全体を再評価する機会を得ていることが示唆

された。好ましくない影響は，業務量の増加など実務的な内容に関することが多く，調整することで解決できる

可能性があると考えられた。

The　lnvestigation　of　The　Clinical　Nursing　lnstructor‘s　Perceptions　about　Participating　in　Clinical　Nursing　Practice
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Abstract

　The　purpose　of　this　study　was　to　clar正y　the　perceptions　of　clinical　nursing　instructors，　who　provide

education　fbr　students　during　clinical　nursing　practice．　A　written　questionnaire　was　administered　to　35

clinical　nursing　instructors　who　enrolled　in　an　in－service　training　class　on　clinical　nursing　practice．　The

6ndings　of　this　study　were　as　follows．　Participation　in　clinical　nursing　practice　provided　a　positive　effect

through　the　need　fbr　the　clinical　nursing　instructors　to　reconsider　themselves　and　the　wards　where　they

work　Negative　effects　are　related　to　their　daily　work，　for　example，　increased　work　loads，　but　the　problems

seem　to　be　solvable．
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1　はじめに

　学生は臨床での体験を通して多くのことを学び，

臨床実習は看護基礎教育を学ぶにあたり欠かせな

いものであることは周知の事実である。一方，指

導者側にとっても臨床実習から得る学びは大きい

　と述べているものは多いが，具体的に臨床実習指

導を経験したものが臨床実習をどのように捉えて

いるかについての具体的な研究報告はほとんど行

われていない。本研究はまず指導する側の看護職

　の臨床実習に対する意識について検討し，臨床と

教育のよい連携のもとに，共に成長できる臨床看

護学実習のあり方について考える基礎資料とする

　ことを目的とした。

n．研究方法

1）調査対象及び方法

　　M県の臨床実習指導者講習会を受講した看護職

　50名に対し，講習会の最終日にあたる2000年10月12

　日に質問紙による集合調査を行った。47名から回

　収し（回収率94．0％），その内臨床実習指導の経験

　がある35名のデータについて分析を行った。

2）質問紙の内容

　　臨床実習に対する感情を調査するために，実習

　指導が好きかについて5段階評定で回答を求めた。

　また，実際に指導した項目を具体的に記述しても

　らった。臨床実習指導に関ることで個人として及

　び病棟として，よい影響，負担になる点があるか

　どうかについて質問をし，あると答えたものには

　その内容を自由記述で回答してもらった。

3）分析方法

　　実習指導内容，臨床実習指導に関る個人として

の意識および病棟全体に及ぼす影響に関する自由

回答については，研究者2名で内容分析を行った。

意味内容の区切りごとをデータとし，その類似性

により分類を行った。また，分析の信頼性を確認

するために一貫性の検討を約1ヶ月後の再分析に

より行った。それ以外の項目については単純集計

を行った。

皿．結果および考察

1）対象者の属性

　　対象者の属性は表1に示す通りである。対象者

　はすべて女性であり，平均年齢37．0±6．0才，平均

　臨床経験年数15．3±6．4年，平均臨床実習指導年数

　6．0±5．0年であった。

2）実習指導に対する感情について

　　臨床実習指導に関ることが好きかについては，

　非常に好きである1名（2．9％），どちらかという

　と好きである33名（94．3％），どちらとも言えない

　が1名（2．9％）であった。今回分析した対象者は

　ほとんどが臨床実習指導を行うことに好意的な感

　情を持っていた。

3）臨床実習指導内容ついて

　　自由記述で回答した臨床実習指導内容を分析し，

　10項目に分類した。その結果は図1に示す通りで

　ある。回答者数が多かったのは，「ケアをいっしょ

　に行う」「学生の記録を評価する」「看護計画を指

　導する」であった。

4）臨床実習指導に対する意識について

　①臨床実習指導者として実習に関ることでのよい

　　影響について

　　　実習指導にかかわることが自分自身によい影

表1　対象者の属性
（n＝35）人数（％）
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響をもたらすと意識していたものは35名で100％

であった。よい影響があると答えた35名中33名

の自由回答を内容分析し9項目に分類した。そ

の結果を表2に示す。

　　剰事の■■を行う

受持ち患看の君択憲行う

検査等の飽明を行ラ

オリエンテーションを行う

行勒計回に助宮を行う

　　　技婿を指導する

カンファレンスに●加する

　学生の記録を1競）9

看霞計iを抱導する

●生の髭鋒を怖する

　ケアを一節；行う

0 5 10 15 20 25

の効果まで決定する。」と述べているD。このよう

に看護婦自身のありようが看護そのものに反映さ

れることを考えると，看護を行うにあたって自分

自身を再評価する機会は是非必要であると考えら

れるが，学生と関ることで指導者はそのような機

会を得る事ができると思われた。

②臨床実習指導に関ることで負担になる点につい

　て

　　実習指導に関ることが負担になる面もあると

　意識していたものは13名（37．2％）であった。13

　名の自由回答について内容分析を行い，表3に

　示すように6項目に分類した。

図1　実習指導内容

表3　臨床実習指導に関ることでの負担

　　　　　　　　　　　　　（回答者数13名）

表2　臨床実習指導に関ることでのよい影響

　　　　　　　　　　　　　　（回答者数33名）

　自分自身によい影響をもたらしたと考える点は

すべて個人の内面的なものであった。具体的には

「自分自身の看護を振り返る機会になる」という

ように自己啓発につながっていた。また「自己学

習の契機になる」等内発的動機づけになっていた。

それ以外の項目も自分自身を再評価することから

表出するものであると思われた。E．ウィーデン

バックは，「看護婦の感じたり考えたりすることは

ほとんどが目に見えてこないにもかかわらず，看

護実践の中では最も重要な意味を持つ部分である

とし，それらは看護婦の行為を方向づけ，かなり

の程度まで患者に対する看護婦の目に見える行為

項　　　　目 述べ人数

実習記録を読む事が時間外になる 5

業務が滞る 3

時間外勤務が多くなる 3

自己否定感を持つ 1

疲労感が大きい 1

学生への気遣いが要る 1

　　よい影響は指導者個人の内面的なものであった

　が，負担に思う点は実務的な面が多くあげられて

　いた。これらの内容は各施設の臨床実習指導体制

　や学校を含めた指導形態に関る内容であり，例え

　ば記録に関しては学校側で責任を持つ，あるいは

　時間外手当てを出すなど調整することで解決でき

　る可能性が高いのではないかと思われた。臨床実

習を円滑に行うにあたり，スタッフの業務量が過

　重でないことや時間のゆとりの必要性が報告され

　ている2）3）D。このような報告もふまえ，臨床実習指

導に関ることでの負担を減らしていくよう調整を

行う必要があると思われる。

4）臨床実習指導が病棟に及ぼす影響について

①病棟にとってよい影響

　　　臨床実習が行われることは，病棟によい影響

　　を及ぼすと回答したものは32名（91．4％）であ

　　った。そのうち29名の自由回答について内容分

　　析した結果，ll項目に分類した。その結果を表

　　4に示す。
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表4　臨床実習が病棟に及ぼすよい影響

　　　　　　　　　　　　　（回答者数32名）

病棟全体にとっては「活気がでる」「緊張感が生

まれる」「よいモデルとしての意識が生まれる」「新

鮮な気持ちになる」など労働意欲を高める効果が

あると思われる。また個人としてでなく病棟全体

で考えることができれば，「ケアの向上につながる」

「業務の改善につながる」というように病棟全体

を再評価し，その結果生産的な効果を生み出す事

につながることが示唆された。

②病棟にとって好ましくない影響

　　臨床実習指導が行われることで病棟にとって

　好ましくない影響があると答えたものは，9名

　（25．7％）であった。9名の自由回答について

　内容分析を行い，3項目に分類した。その結果

　を表5に示す。

表5　病棟にとって好ましくない影響

　　　　　　　　　　　　　（回答者数9名）

項　　　　目 述べ人数

業務が滞る

業務量が増加し負担である

患者に負担になる
4
4
1　病棟にとって好ましくない影響は個人にとって

負担になる点と同様に，業務に関するものがほと

んどであった。

口　結　　論

　①臨床実習指導の経験があるものは，全員臨床実

　　習に関ることは自分自身にとってよい影響があ

　　るとしていた。

　②実習指導に関ることは，個人としてあるいは病

　　棟全体を自分自身で再評価する契機となると考

　　えられた。

　③臨床実習指導に関ることは，臨床実習指導者に

　　とって自己啓発や内発的動機づけの機会になる

　　ことが示唆された。

　④臨床実習に関ることでの好ましくない影響は，

　　個人にとっても病棟全体にとっても実習指導形

　　態に関するものであり，調整することで解決す

　　ることができる可能性があると考えられた。

V　おわりに

　　今回の調査では，臨床実習指導に関ることは自

　分自身あるいは病棟を再評価する機会になると考

　えられた。しかし評価するということは自分自身

　を吟味し認識するという効果があっても，その段

　階で止まってしまうのでは必ずしも有効であると

　は言い難い。評価をした事がどのように生かされ

　たかについてまで含めて調査を行う必要があり，

　今後の課題となると思われる。
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